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	応用
	抗原情報
	背景
	糖タンパク質上の複雑な糖鎖構造の認識は、細胞間認識、血清中の糖タンパク質の代謝、病原体の中和など、様々な生物学的プロセスにおいて重要な役割を果たします。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、マクロファージによる糖タンパク質のエンドサイトーシスを媒介するI型膜受容体です。このタンパク質は、病原性を有する可能性のあるウイルス、細菌、真菌の表面にある高マンノース構造に結合し、貪食によって中和されることが示されています。[RefSeq提供、2015年9月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CD206マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD206 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した MOLT4 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD206 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した U937 細胞のフローサイトメトリー分析。

